
 
 

（1） 
 

    

 
 

 

 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
「
学

長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い

て
」（
９
月
２
５
日
）
を
め
ぐ

っ
て 

 

教
育
学
部
教
授
会
決
議 

 

国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学 

学
長
選
考
・
監
察
会
議 

御
中 

９
月
２
５
日
に
開
催
さ
れ
た
学
長

選
考
・
監
察
会
議
に
お
い
て
は
、
教
職

員
に
よ
る
意
向
投
票
の
結
果
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
た

上
で
学
長
候
補
者
を
選
出
し
た
の
か
、

具
体
的
な
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

２
０
２
５
年
１
０
月
９
日 

 

新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授
会   

人
文
学
部
教
授
会
決
議 

 

国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学 

学
長
選
考
・
監
察
会
議 

御
中 

 

９
月
２
５
日
に
開
催
さ
れ
た
学
長

選
考
・
監
察
会
議
に
お
い
て
は
、
全
教

職
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
意
向
投

票
の
結
果
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な

検
討
が
な
さ
れ
た
上
で
学
長
候
補
者

を
選
出
し
た
の
か
、
具
体
的
な
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。 

２
０
２
５
年
１
０
月
８
日 

新
潟
大
学
人
文
学
部
教
授
会 

 

工
学
部
教
授
会
要
望
書 

 

国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学 

 

学
長
選
考
・
監
察
会
議 

御
中 

去
る
８
月
２
８
日
に
学
長
候
補
者

選
考
に
か
か
る
意
向
投
票
が
行
わ
れ
、

得
票
第
一
位
の
学
長
選
考
候
補
者
が

有
効
投
票
の
過
半
の
票
を
得
ま
し
た

が
、
９
月
２
５
日
の
学
長
選
考
・
監
察

会
議
で
は
、
得
票
第
二
位
の
学
長
選

考
候
補
者
が
学
長
候
補
者
に
選
定
さ

れ
、
常
勤
教
職
員
の
多
数
意
見
と
異

な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
他
大
学

で
も
、
得
票
第
二
位
の
学
長
選
考
候

補
者
が
学
長
候
補
者
に
選
定
さ
れ
る

例
は
あ
り
ま
す
が
、
有
効
投
票
の
過

半
数
を
得
た
選
考
候
補
者
が
選
定
さ

れ
な
か
っ
た
例
は
極
め
て
稀
で
す
。 

   

本
学
が
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
中

で
、
今
後
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
も
以
下
の

二
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
説
明
を

要
望
い
た
し
ま
す
。 

【
要
望
事
項
】 

１
。
学
長
候
補
者
選
考
の
過
程
で
、

教
職
員
に
よ
る
意
向
投
票
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
の
か
を
ご
説

明
願
い
ま
す
。 

２
。
学
長
候
補
者
選
考
の
過
程
で
、
個

別
面
談
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
考
慮

し
た
の
か
を
ご
説
明
願
い
ま
す
。 

２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
１
０
月

２
４
日 

新
潟
大
学
工
学
部
教
授
会 

 

農
学
部
教
授
会 

１
０
月
１
５
日
、
教
授
会
に
お
い

て
、
「
農
学
部
と
し
て
選
考
監
察
会

議
・
議
長
に
対
し
て
、
選
考
過
程
の
説

明
を
求
め
る
」
こ
と
を
決
定
。 

 教
育
学
部
教
授
会
に
提
出
し
た 

 

議
案
に
関
す
る
説
明
（
要
旨
）  

(

０) 

議
案
の
提
出
者
（
２
０
人
）

の
一
人
と
し
て
、
今
回
の
議
案
に
関

す
る
説
明
を
さ
せ
て
頂
く
。 

(

１) 

学
長
選
考
・
監
察
会
議
が

定
め
た
「
国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学

学
長
選
考
基
準
」
に
お
い
て
は
、
学
長

候
補
者
の
選
定
に
あ
た
り
、「
意
向
投
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９
月
２
５
日
、
学
長
選
考
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
向
投
票
の
結
果
か
ら
著
し
く
乖
離
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
説

明
を
求
め
る
教
授
会
の
決
議
・
要
望
書
が
、
教
育
学
部
（
１
０
月
９
日
）
だ
け
で
な
く
、
人
文
学
部
（
８
日
）、
工
学
部
（
２

４
日
）、
農
学
部
（
１
５
日
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
組
合
の
決
議
（
１
１
月
２
５
日
）
は
、
情
報
の
公
開
、

選
考
の
公
正
性
を
示
す
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
る
形
で
、
学
長
選
考
・
監
察
会
議
か
ら
は
、
２
点
の
文
書
、

「
第
１
０
６
回
学
長
選
考
・
監
察
会
議
議
事
概
要
」（
１
０
月
１
７
日
）、「
学
長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
」（
１
１
月
２
６

日
）
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
お
い
て
は
説
得
的
な
説
明
が
示
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

本
号
に
は
、
教
授
会
、
組
合
の
決
議
・
要
望
に
加
え
、
選
考
会
議
か
ら
示
さ
れ
た
説
明
に
つ
い
て
、
組
合
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
。
合
せ
て
、
集
会
開
催
（
１
２
月
１
７
日
）
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

私
た
ち
に
は
、
大
学
人
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
「
終
わ
っ
た
こ
と
」
と
し
て
思
考
停
止
す
る
の
で
は
な
く
、
考
え
続
け
る
責

務
が
あ
り
ま
す
。
今
号
の
内
容
を
そ
の
一
助
と
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 



 
 

（2） 
 

票
の
結
果
」
も
含
め
て
総
合
的
に
判

断
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
第

９
条
）。
こ
こ
で
、「
意
向
投
票
」
は

「
常
勤
の
役
員
（
幹
事
を
除
く
）
及
び

教
職
員
に
よ
る
」
も
の
で
あ
り
、「
各

学
長
選
考
候
補
者
に
対
す
る
学
内
の

支
持
状
況
を
調
査
す
る
」
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
第
７
条
）。 

(

２) 

８
月
に
実
施
さ
れ
た
意
向

投
票
の
結
果
に
示
さ
れ
た
「
常
勤
の

役
員
及
び
教
職
員
」
の
「
支
持
状
況
」

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
第
一
位
と
な

っ
た
選
考
候
補
者
（
小
野
寺
理
候
補
）

は
、
投
票
総
数
１
、
５
１
５
票
の
内
、

過
半
数
に
当
る
８
８
２
票
を
獲
得
し

た
。
こ
の
数
は
、
第
二
位
の
候
補
者

（
染
矢
俊
幸
候
補
）
の
獲
得
し
た
票

数
４
２
０
票
の
約
２
。
１
倍
に
あ
た

る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
医
歯
学
系
、

医
歯
学
総
合
病
院
、
大
学
本
部
の
常

勤
職
員
を
含
め
、
ほ
と
ん
ど
の
組
織

に
お
い
て
、
第
二
位
を
上
回
る
票
数

を
獲
得
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
お
、

唯
一
の
例
外
は
「
大
学
本
部
の
常
勤

役
員
及
び
常
勤
教
員
」
で
あ
り
、
染
谷

候
補
１
２
票
に
対
し
て
、
小
野
寺
候

補
１
１
票
（
１
票
差
）
で
あ
っ
た
。 

(

３) 

こ
こ
に
は
、
現
在
の
「
学
内

の
支
持
状
況
」
が
明
確
な
形
で
表
れ

て
い
る
。
今
回
、
学
長
選
考
・
監
察
会

議
は
、「
学
内
の
支
持
状
況
」
か
ら
著

し
く
乖
離
し
た
決
定
を
し
た
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、「
国
立
大
学

法
人
新
潟
大
学
学
長
候
補
者
の
選
定

に
つ
い
て
（
公
示
）」（
２
０
２
５
年
９

月
２
５
日
）
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
学
長
選
考

監
察
会
議
は
、
全
教
職
員
に
対
し
て
、

具
体
的
な
説
明
を
行
う
義
務
を
有
す

る
は
ず
で
あ
る
。 

(

４) 

こ
れ
が
今
回
の
議
案
提
出

の
主
旨
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

多
く
の
教
職
員
が
納
得
す
る
説
明
が

行
わ
れ
な
い
場
合
、
執
行
部
と
教
職

員
（
あ
る
い
は
、
使
用
者
と
労
働
者
）

が
一
体
と
な
っ
て
本
学
の
教
育
・
研

究
・
運
営
の
発
展
に
向
け
て
、
職
務
に

従
事
し
よ
う
す
る
機
運
は
著
し
く
損

な
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ

れ
は
本
学
の
将
来
に
と
っ
て
決
し
て

望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
付
け
加

え
る
な
ら
ば
、
今
後
の
国
立
大
学
法

人
に
お
け
る
学
長
選
考
に
与
え
る
影

響
も
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
と
予
想

さ
れ
る
。 

(

５) 

最
後
に
、
こ
の
度
の
議
案

提
出
に
お
い
て
、
学
長
候
補
者
と
し

て
選
定
さ
れ
た
染
矢
氏
を
攻
撃
し
た

り
、
批
判
し
た
り
す
る
意
図
は
な
い

こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
学
長
選

考
・
監
察
会
議
へ
の
説
明
要
求
と
、
学

長
候
補
者
と
し
て
誰
を
支
持
す
る
か

と
い
う
問
題
と
は
独
立
の
問
題
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。 

(

６) 

説
明
は
以
上
で
あ
る
。
今

後
に
お
け
る
本
学
の
発
展
の
た
め
に

も
、
教
授
会
構
成
員
の
真
摯
な
検
討

を
経
て
、
今
回
の
議
案
が
採
択
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
。 

 

「
第
１
０
６
回
学
長
選

考
・
監
察
会
議
議
事
概
要
」

（
１
０
月
１
７
日
）
を
読
ん
で 
 

意
向
投
票
の
位
置
付
け
を
め
ぐ

っ
て
（
意
見
１
） 

 

実
に
驚
き
！
！ 

選
考
理
由
に
は

意
向
投
票
に
つ
い
て
の
評
価
、
説
明

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
意
向
投
票
の

有
権
者
は
、
職
場
の
中
で
候
補
者
の

人
柄
。
仕
事
ぶ
り
を
知
り
、
大
学
・
職

場
の
現
実
を
肌
で
感
じ
て
い
る
存
在

で
す
。
学
外
委
員
よ
り
も
大
学
と
候

補
者
を
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
ゆ

え
に
、
意
向
投
票
に
は
、
そ
れ
な
り
の

重
き
が
あ
り
ま
す
。
意
向
投
票
と
異

な
る
決
定
を
す
る
な
ら
ば
、
な
お
の

こ
と
そ
の
説
明
が
必
要
で
す(
子
ど

も
で
も
わ
か
る
論
理)

。
意
向
投
票
を

覆
し
た
理
由
を
書
け
な
い
の
は
、
説

明
し
に
く
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
？ 

と
思
う
の
が
常
識
で
す
。 

意
向
投
票
に
機
械
的
に
従
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
選
考
理
由
に
は

有
権
者
、
国
民
が
「
な
る
ほ
ど
」
と
納

得
で
き
る
内
容
が
必
要
で
す
。
も
し

そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
学
長
の
権
威
を

貶
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
ば
れ

た
人
も
、
大
学
構
成
員
も
誇
り
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
筋
の
通
ら
な

い
こ
と
は
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

「
議
事
概
要
」
を
拝
見
し
て 

（
意
見
２
）  

先
日
、
今
回
の
学
長
候
補
者
選
考

を
行
な
っ
た
学
長
選
考
・
監
察
会
議

（
９
月
２
５
日
）
の
議
事
概
要
を
拝

見
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
拝
見
す

る
と
か
え
っ
て
今
回
の
候
補
者
選
定

に
対
す
る
釈
然
と
し
な
い
思
い
が
深

ま
り
ま
し
た
。 

投
票
は
必
要
だ
っ
た
の
か 

本
学
の
学
長
選
考
規
程
第
９
項

（
学
長
候
補
者
の
選
定
）
で
は
、
ま
ず
、

第
１
号
と
し
て
「
学
長
選
考
・
監
察
会

議
は
、
各
学
長
選
考
候
補
者
に
つ
い

て
、
過
去
の
実
績
、
所
信
書
、
意
向
投

票
の
結
果(

１
０
に
よ
る
場
合
を
除

く
。)

及
び
面
談
の
結
果
を
総
合
的
に

判
断
し
、
新
潟
大
学
の
直
面
す
る
課

題
に
適
切
に
対
処
し
、
将
来
の
発
展

を
目
指
す
識
見
と
能
力
が
最
も
優
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
者
を
、
出
席
委

員(

学
長
選
考
・
監
察
会
議
の
委
員
が

学
長
候
補
者
の
選
定
の
対
象
と
な
っ

た
場
合
は
、
当
該
委
員
を
除
く
。
以
下

同
じ
。)
に
よ
る
合
議
に
よ
り
、
学
長

候
補
者
に
選
定
す
る
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

今
回
の
意
向
投
票
の
結
果
は
、
明

確
に
小
野
寺
氏
を
学
長
候
補
と
す
べ

き
と
い
う
意
向
を
示
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
結
果
を
十
分
に
考
慮
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
第
１
号
に
よ
る
合
議
の
段

階
で
小
野
寺
氏
を
学
長
候
補
者
に
選

任
す
べ
き
で
、
第
９
項
第
２
号
以
下

の
委
員
の
投
票
は
そ
も
そ
も
行
な
わ

れ
る
は
ず
が
な
い
も
の
だ
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

「
面
談
」
の
結
果
は
？ 

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
審
議
の

結
果
、（
第
９
項
第
１
号
に
基
づ
く
）

合
議
に
よ
り
学
長
候
補
者
の
選
定
に

至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
染
矢

氏
は
、
面
談
に
お
い
て
、「
新
潟
大
学

の
直
面
す
る
課
題
に
適
切
に
対
処
し
、

将
来
の
発
展
を
目
指
す
識
見
と
能
力

が
最
も
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」

応
答
を
行
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
、
染
矢

氏
は
面
談
以
外
の
選
考
基
準
で
は
最

も
優
れ
て
い
る
者
に
は
な
り
得
な
い

か
ら
で
す
。 

意
向
投
票
と
そ
の
根
拠
と
な
る
所

信
書
は
、
投
票
結
果
か
ら
見
て
、
小
野

寺
氏
が
最
も
優
れ
て
い
た
と
い
う
の

が
明
白
で
す
。 

ま
た
、
実
績
は
、
現
学
長
の
方
針
を

受
け
つ
ぐ
と
い
う
条
件
に
お
い
て
は
、

牛
木
学
長
の
も
と
で
全
期
間
一
貫
し

て
理
事
職
に
あ
っ
た
川
端
氏
の
方
が

染
矢
氏
よ
り
も
優
れ
て
い
る
こ
と
に



 
 

（3） 
 

な
り
ま
す
（
川
端
氏
の
実
績
・
手
腕
が

優
れ
て
い
る
と
い
い
た
い
の
で
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、
現
学

長
の
方
針
を
受
け
つ
ぐ
の
で
あ
れ
ば

と
い
う
条
件
の
も
と
で
大
学
理
事
経

験
の
長
さ
を
実
績
と
考
え
た
も
の
で

す
）。 

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
学
長
選
考
に

か
か
る
委
員
会
は
、
５
時
間
超
に
わ

た
る
長
時
間
の
会
議
と
な
っ
た
う
え
、

候
補
者
選
任
の
た
め
に
会
議
中
に
３

度
の
投
票
を
要
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

面
談
に
お
い
て
染
矢
氏
が
大
差
で
優

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
染

矢
氏
が
学
長
候
補
者
と
し
て
選
任
さ

れ
た
理
由
が
ま
す
ま
す
わ
か
り
ま
せ

ん
。 こ

れ
ま
で
当
方
は
学
長
選
考
基
準

を
き
ち
ん
と
認
識
で
き
て
お
ら
ず
、

委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
投
票
が
必

須
で
そ
れ
に
よ
っ
て
最
終
的
に
決
ま

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
実
際
は
投
票
に
先
立
つ
合
議

の
時
点
で
学
長
候
補
者
選
任
に
至
る

の
が
第
１
段
階
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
基
づ
き
、
私
見
を
記
し
て
み
ま
し

た
。 

委
員
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス 

さ
ら
に
い
え
ば
、
今
回
の
学
長
選

考
・
監
察
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
選
出

さ
れ
る
第
１
号
委
員
（
学
長
指
名
の

理
事
・
職
員
と
外
部
委
員
）
５
人
に
対

し
、
教
育
研
究
評
議
会
か
ら
選
出
さ

れ
る
第
２
号
委
員
は
小
野
寺
氏
が
抜

け
て
４
人
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
も
影

響
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
会
議
の
委
員
の
欠
員
補
充
の

有
無
お
よ
び
欠
員
を
補
充
す
る
場
合

の
方
式
は
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
す

が
、
規
定
ど
お
り
の
人
数
で
会
議
を

行
な
う
の
で
あ
れ
ば
、
教
育
研
究
評

議
会
か
ら
補
欠
委
員
を1

人
選
任
す

べ
き
で
す
。
ま
た
、
こ
の
会
議
の
も
つ

重
要
性
を
考
慮
し
た
と
き
、
会
議
の

恣
意
的
運
営
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
念
を
も
た
れ
か
ね
な
い

こ
の
よ
う
な
規
則
の
曖
昧
さ
は
許
さ

れ
て
よ
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
議
事
概
要
」
に
関
す
る
意
見

と
要
望
（
意
見
３
） 

 

公
表
さ
れ
て
い
る
「
第
１
０
６
回

学
長
選
考
・
監
察
会
議
議
事
概
要
」
の

「
主
な
意
見
」
か
ら
は
、
委
員
に
よ
っ

て
異
な
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
わ

か
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
止
ま
り
、
意
向

投
票
の
結
果
（
１
位
８
８
２
票
、
２
位

４
２
０
票
）
に
お
け
る
４
６
２
票
の

大
差
を
覆
す
に
至
っ
た
経
緯
と
理
由

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
規
則
上
、
問
題
が
な
い
と
は
言

え
、
結
果
と
し
て
生
じ
た
委
員
数
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
も
疑
問
が

あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
上
記
会
議

の
議
事
に
つ
い
て
、
次
の
３
点
を
求

め
ま
す
。 

１
。「
主
な
意
見
」
に
限
定
す
る
こ

と
な
く
、
委
員
の
発
言
を
、
す
べ
て
、

時
間
的
順
序
に
従
っ
て
示
す
こ
と
。 

２
。
実
施
さ
れ
た
投
票
（
全
３
回
）

の
結
果
を
、
す
べ
て
、
示
す
こ
と
。 

３
。
第
１
号
委
員
（
経
営
協
議
会
に

お
い
て
選
出
さ
れ
た
者
）
と
第
２
号

委
員
（
教
育
研
究
評
議
会
に
お
い
て

選
出
さ
れ
た
者
）
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

（
前
者
５
人
に
対
し
て
後
者
４
人
）

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
行

わ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
行
わ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
そ
の
理
由
は
何
か
、
説
明
す

る
こ
と
。 

 学
長
選
考
に
つ
い
て
の
決
議 

 

国
立
大
学
法
人
新
潟
大
学 

学
長
選
考
・
監
察
会
議 

御
中 

去
る
８
月
２
８
日
に
新
潟
大
学
学

長
選
考
に
か
か
る
教
職
員
意
向
投
票

が
実
施
さ
れ
、
得
票
第
一
位
の
学
長

選
考
候
補
者
が
有
効
投
票
の
過
半
数

を
得
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
９
月

２
５
日
の
学
長
選
考
・
監
察
会
議
で

は
得
票
第
二
位
の
学
長
選
考
候
補
者

が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

教
職
員
意
向
投
票
で
は
、
新
潟
大

学
の
常
勤
教
職
員
が
投
票
有
資
格
者

が
新
潟
大
学
の
行
く
末
を
考
え
な
が

ら
判
断
し
、
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
得

票
第
二
位
の
学
長
候
補
者
が
こ
の
ま

ま
学
長
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
私
た

ち
の
多
数
意
見
に
反
す
る
学
長
が
誕

生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

１
０
月
８
日
に
人
文
学
部
教
授
会

で
、
１
０
月
１
７
日
に
教
育
学
部
教

授
会
で
学
長
選
考
・
監
察
会
議
へ
の

決
議
文
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
１
０

月
１
５
日
に
農
学
部
教
授
会
に
て
説

明
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
、
１
０

月
２
４
日
に
は
工
学
部
学
部
教
授
会

が
学
長
選
考
・
監
察
会
議
へ
の
要
望

書
を
可
決
し
て
い
ま
す
。
学
長
選
考
・

監
察
会
議
の
学
長
候
補
者
選
考
が
学

内
に
混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
大
学
が
真
実
を
求
め
る
学

術
機
関
で
あ
る
以
上
、
大
学
は
自
律

的
に
運
営
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
職
員
の
意
思
に
反
す
る
学
長
選
考

が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
大
学
の
自
治

が
損
な
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
深
く
憂

慮
い
た
し
ま
す
。
公
的
機
関
の
運
営

に
関
す
る
重
要
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
集
団
に
よ
る
決
断
で
は
な
く
、

民
主
的
運
営
の
原
則
に
則
っ
て
判
断

が
下
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
国
立
大
学

法
人
法
に
よ
っ
て
学
長
選
考
に
つ
い

て
の
制
度
の
大
枠
が
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
法
律
に
則
っ
て
さ
え
い

れ
ば
、
公
正
な
学
長
選
考
で
あ
る
と

い
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
諸

権
力
か
ら
の
干
渉
受
け
ず
に
真
実
を

追
求
す
る
た
め
に
は
学
術
界
の
自
律

的
運
営
が
ま
も
ら
れ
、
大
学
の
自
治
、

学
問
の
自
由
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
新
潟
大
学
学
長
選

考
・
監
察
会
議
は
選
考
過
程
と
選
定

理
由
に
つ
い
て
の
情
報
公
開
を
行
い
、

諸
権
力
か
ら
の
干
渉
を
受
け
て
い
な

い
公
正
な
学
長
選
考
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
、
学
内
の
混
乱
を
収
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
真
摯
な
対
応
を
求

め
ま
す
。 

２
０
２
５
年
１
１
月
２
５
日 

新
大
職
組
第
９
４
回
定
期
大
会 

参
加
者
一
同 

 学
長
選
考
・
監
察
会
議
・
三

輪
正
明
議
長
「
学
長
候
補

者
の
選
定
に
つ
い
て
」 

（
１
１
月
２
６
日
）
を
読
ん
で 

 

こ
れ
で
「
大
学
全
体
が
一
体
に
」

な
れ
る
の
か
（
意
見
４
） 

 

１
１
月
２
６
日
付
の
三
輪
議
長
の

説
明
は
、「
学
内
か
ら
様
々
な
ご
意

見
や
説
明
要
請
」
と
曖
昧
に
し
て
い

ま
す
が
、
す
べ
て
教
授
会
と
し
て
の

説
明
の
要
請
で
す
。
ま
た
、
様
々
な

意
見
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
意
向
投

票
の
大
差
を
覆
し
た
合
理
的
説
明
を

求
め
る
も
の
で
す
。 

同
説
明
の
冒
頭
で
焦
点
を
ぼ
か
し

て
、
曖
昧
な
説
明
に
引
き
込
も
う
と

す
る
意
図
が
現
れ
て
い
ま
す
。
説
明

で
き
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
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と
が
読
み
取
れ
ま
す
。  

ま
た
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
文
書
に

は
第
９
条
「
学
長
候
補
者
の
選
定
」
の

各
段
階
で
の
票
数
が
示
さ
れ
ず
、
教

授
会
が
求
め
た
意
向
投
票
を
覆
す
ほ

ど
の
理
由
も
明
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。「
な
る
ほ
ど
」
と
は
言
い
難
い
内

容
で
し
た
。
学
長
選
考
・
監
察
会
議
の

信
頼
度
は
か
な
り
下
が
り
ま
し
た
。

同
会
議
の
言
う
「
大
学
全
体
が
一
体

に
な
り
」
と
は
裏
腹
に
、
ま
す
ま
す
構

成
員
は
執
行
部
か
ら
離
れ
て
し
ま
い

そ
う
で
す
。  

 

説
明
を
読
ん
で
（
意
見
５
） 

 

意
向
投
票
の
結
果
に
関
す
る
具
体 

的
な
説
明
は
な
さ
れ
た
か
？  

教
育
学
部
・
人
文
学
部
・
工
学
部
の

決
議
文
で
は
、
意
向
投
票
の
具
体
的

検
討
内
容
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、

先
日
の
「
学
長
候
補
者
の
選
定
に
つ

い
て
」（
以
下
、
議
長
説
明
）
で
は
「
総

合
的
判
断
」
に
意
向
投
票
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
「
総
合
」
し
た
の
か
と
い

う
具
体
的
内
容
は
示
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
と
て
も
残
念
で
す
。
ま
た
、
ま
る

で
、
最
初
か
ら
そ
れ
ほ
ど
考
慮
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
も
と

れ
る
表
現
が
な
さ
れ
て
い
た
の
も
残

念
で
す
。
学
長
に
求
め
ら
れ
る
人
物

像
の
ひ
と
つ
「
学
内
外
の
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
良
好
な
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
」
の
学
内
の
そ
れ
に
関
し
て

は
、
意
向
投
票
の
結
果
に
表
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
評
価
は
学
外
と
の

そ
れ
に
関
し
て
し
か
行
っ
て
い
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。 

 学
外
委
員
に
有
利
な
選
考
基
準 

も
う
一
つ
、
学
長
選
考
・
監
察
会
議

で
の
投
票
の
具
体
的
な
票
数
の
公
表

が
な
か
っ
た
こ
と
も
と
て
も
残
念
で

す
。
９
人
で
投
票
し
て
、
棄
権
・
無
効

票
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
３
分
の

２
は
６
票
、
過
半
数
は
５
票
以
上
で

す
の
で
、
染
谷
氏
票
が
１
回
目
の
投

票
で
は
３
分
の
２
に
届
か
ず
、
２
回

目
で
過
半
数
を
得
た
と
い
う
こ
と
は
、

２
回
と
も
５
票
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ

ま
す
。 

本
来
、学
長
選
考
・
監
察
会
議
は10

名
で
、
経
営
協
議
会
の
学
外
委
員
か

ら
５
名
、
学
内
の
部
局
長
を
中
心
と

し
た
教
育
研
究
評
議
会
か
ら
５
名
の

構
成
で
す
。
つ
ま
り
、
染
谷
氏
票
は
本

来
過
半
数
に
達
し
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。9

名
だ
っ
た
の
は
、

教
育
研
究
評
議
会
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
だ
っ
た
小
野
寺
氏
が
立
候
補

者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
の
で
、
出
席
し

て
い
な
い
か
ら
で
す
。 

こ
れ
は
、「
国
立
大
学
法
人
新
潟
大

学
学
長
選
考
基
準
」
９
の
（
１
）
に
あ

る
通
り
で
す
が
、
今
回
の
事
例
は
、
こ

の
規
約
が
、
学
長
選
考
に
お
い
て
経

営
協
議
会
側
に
極
め
て
有
利
な
立
場

を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
し
た

も
の
と
言
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
経
営

協
議
会
に
属
さ
な
い
学
内
者
が
立
候

補
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
教
育
研

究
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
も

傑
出
し
た
人
物
が
最
も
有
力
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
し
、
そ
う
し
た
人

物
が
学
長
選
考
・
監
察
会
議
の
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
じ
ゅ
う

ぶ
ん
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

一
方
で
、
経
営
協
議
会
側
は
、
学
長

候
補
に
立
候
補
す
る
可
能
性
が
極
め

て
低
く
、
経
営
協
議
会
以
外
の
学
内

者
を
よ
く
知
ら
な
い
学
外
委
員
で
学

長
選
考
・
監
察
会
議
の
半
数
を
占
め

て
お
け
ば
、
最
後
の
投
票
で
過
半
数

を
得
て
、
経
営
協
議
会
の
意
向
を
通

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
今

回
の
こ
と
は
、
意
向
投
票
の
結
果
が

軽
視
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
学
長
選

考
・
監
察
会
議
に
お
い
て
学
内
（
研
究

教
育
評
議
会
側
）
の
意
見
が
無
視
さ

れ
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
手
法
を
毎
回
用
い
れ

ば
、
現
在
の
経
営
協
議
会
の
体
制
を

長
く
維
持
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
方
法

で
、
学
内
基
盤
が
極
め
て
脆
弱
な
経

営
協
議
会
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
本
当

に
う
ま
く
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
社

会
的
信
用
の
失
墜
と
人
材
の
流
出
に

よ
っ
て
大
学
の
経
営
基
盤
が
更
に
危

う
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 投
票
率
を
ど
う
見
た
の
か 

 
 

最
後
に
、
議
長
説
明
に
お
い
て
、
投

票
率
の
低
下
に
つ
い
て
の
議
論
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
意

見
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、

意
向
投
票
の
結
果
が
尊
重
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
は
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

し
、
投
票
率
の
低
さ
の
原
因
を
人
社

系
・
自
然
系
の
立
候
補
者
が
い
な
い

こ
と
に
求
め
て
い
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。
な
に
よ
り
も
、
ど
う
い
う
文
脈

で
、
投
票
率
の
低
さ
が
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
読
み

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
投
票
率
が
低
い

か
ら
、
学
長
選
考
に
お
い
て
低
く
考

慮
し
た
と
い
う
風
に
も
取
れ
ま
す
し
、

候
補
者
も
出
さ
ず
、
投
票
率
も
低
い

人
文
・
教
育
・
工
学
の
３
学
部
か
ら
決

議
文
が
出
て
い
る
こ
と
を
揶
揄
し
て

い
る
よ
う
に
も
み
え
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
ら
は
考
え
す
ぎ
で
あ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

（
ど
ち
ら
に
せ
よ
）
仮
に
、
も
し
、
そ

の
よ
う
に
話
を
す
り
替
え
る
意
図
で

こ
の
議
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
な
ら
、

怒
り
し
か
湧
い
て
こ
な
い
も
の
と
思

い
ま
す
。 

 

お
知
ら
せ 

 

新
潟
大
学
職
員
組
合
主
催 

「
学
長
選
考
を
考
え
る
」 

 

日 

時 : 

１
２
月
１
７
日
（
水
） 

１
８
時
０
０
分
～
２
０
時
０
０
分 

場 

所
：
総
合
教
育
研
究
棟 

Ｅ
２
６
０
教
室 

今
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
新
潟
大

学
常
勤
教
職
員
に
よ
る
学
長
選
考
の

学
内
意
向
投
票
で
は
、
第
一
候
補
者

が
第
二
候
補
者
の
２
倍
以
上
の
票
を

獲
得
し
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
部
局
お

よ
び
階
層
で
最
多
の
票
を
得
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
長
選
考
・

監
察
会
議
は
第
二
候
補
者
を
学
長
候

補
者
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
票
差
で
圧
勝
し
た
候
補
が
逆
転
さ

れ
る
例
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

事
態
は
極
め
て
異
常
と
言
え
、
少
な

く
な
い
教
授
会
が
説
明
を
求
め
た
こ

と
は
当
然
で
す
。 

今
回
の
「
学
長
選
考
を
考
え
る
」
会

で
は
、
人
文
学
部
、
工
学
部
、
教
育
学

部
、
農
学
部
に
お
い
て
行
わ
れ
た
教

授
会
決
議
に
向
け
た
取
り
組
み
を
各

学
部
の
教
員
か
ら
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
続
い
て
、
今
回
の
選
考
に
関

し
て
学
長
選
考
・
監
察
会
議
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
説
明
（「
公
示
」「
議
事
概

要
」「
学
長
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て
」

等
）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
問

題
点
を
指
摘
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
報
告
を
通
じ
て
、
今
回

の
学
長
選
考
の
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
と
同
時
に
、
学
長
選
考
の
本
来

的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
参
加
者
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
た
い
と
思
い
ま

す
。 学

生
、
教
職
員

の
み
な
さ
ん
、
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。 

（
編
集
担
当
：
岡
野 

勉
） 


